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『
「
可
視
化
」
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
』

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
民
主
的
社
会
が

機
能
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
も
の
だ
。

本
書
は
石
橋
湛
山
記
念
早
稲
田
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
大
賞
記
念
講
座
と
し
て
開
設

さ
れ
て
い
る
授
業
の
内
容
を
「
取
材
過

程
」
を
中
心
に
編
集
し
た
も
の
で
、
卓
越

し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
貴
重
な
肉
声

が
聞
け
る
。

マ
ス
コ
ミ
人
は
多
い
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
は
少
数
で
あ
る
。
活
字
離
れ
が
進

ん
で
い
る
た
め
で
は
な
い
。
其
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
は
、
原
則
に
立
ち
、
諸
々
の

権
力
に
お
も
ね
ら
ず
、
事
実
を
曲
げ
ず

可
視
化
す
る
挑
戦
者
で
あ
る
か
ら
だ
。

武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
高
村
寿
一

二
九
六
一
年
政
経
）

彼
ら
は
困
難
な
状
況
の
な
か
で
も
、

正
義
と
か
普
遍
性
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

社
会
へ
の
発
信
に
個
の
工
夫
を
こ
ら
し

創
造
力
を
発
揮
し
ょ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。

情
報
技
術
の
飛
躍
的
発
展
で
最
近
で
は

「
一
対
多
」
ば
か
り
か
「
多
対
多
」
の
情

報
流
通
も
勢
い
づ
い
て
い
る
。
大
マ
ス

コ
ミ
の
鏡
は
ひ
ず
み
が
ち
だ
。
し
か
し
、

だ
か
ら
こ
そ
卓
越
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
活
動
が
切
望
さ
れ
る
の
で
あ
を

本
書
で
は
「
新
聞
と
戦
争
」
「
沖
縄
返

還
密
約
事
件
」
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
な

ど
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
裁
判
、
死
刑
制
度
、

世
論
も
直
視
さ
れ
て
い
る
。
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『
物
語
　
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
歴
史
　
国
家
の
辺
境
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
核
』

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
総
合
学
術
院
教
授
中
野
息

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ル

ザ
ス
地
方
の
中
心
都
市
で
あ
り
、
欧
州

議
会
が
開
か
れ
る
E
U
の
中
核
都
市
で

も
あ
る
。
古
く
か
ら
ラ
イ
ン
川
の
水
運
に

よ
っ
て
商
業
的
繁
栄
を
享
受
す
る
と
と

も
に
、
ゲ
ル
マ
ン
的
世
界
と
ロ
ー
マ
的
世

界
の
境
界
に
位
置
す
る
都
市
と
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
的
変
遷
の
大
波
に

晒
さ
れ
て
き
た
。

本
書
で
は
、
ロ
ー
マ
や
フ
ラ
ン
ク
王
国

の
時
代
を
経
て
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
包

摂
さ
れ
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
と

い
う
二
つ
の
国
家
の
支
配
を
行
き
来
し
、

や
が
て
欧
州
統
合
の
時
代
を
迎
え
る
こ

の
都
市
と
後
背
地
ア
ル
ザ
ス
の
歴
史
が
、

七
話
に
ま
と
め
て
語
ら
れ
る
。
著
者
の

該
博
な
知
識
に
支
え
ら
れ
、
話
溝
は
政

治
史
を
軸
と
し
つ
つ
も
経
済
、
社
会
、
文

化
、
教
育
、
宗
教
と
多
方
面
に
及
ぶ
。
そ

の
た
め
本
書
は
一
つ
の
都
市
の
歴
史
だ

け
で
な
く
、
そ
の
窓
か
ら
鳥
降
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
そ
の
も
の
の
歴
史
を
辿
る
著
作

と
も
な
っ
て
い
る
。

寝
転
が
っ
て
読
む
に
は
や
や
手
ご
わ

い
内
容
の
充
実
し
た
本
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
は
何
か
、
国
家
と
は
何
か
を
深
く

考
え
て
み
た
い
人
に
は
ぜ
ひ
一
読
を
勧

め
た
い
。
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